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シビアアクシデント（SA）時に炉心から格納容器に放出されたセシウム（Cs）は原子炉キャビティに移行し、

デブリの再加熱により再蒸発する。この Cs の再蒸発挙動は、ソースターム環境放出量へ大きな影響を与え

る。本研究では、キャビティ内におけるデブリと Cs の熱的相互作用を評価し、SA 解析コードにおけるキャ

ビティ内のセシウムの再蒸発挙動評価モデルの適用性を確認した。 
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1. 緒言 

SA 時にキャビティに移行した多くの Cs は、床面や壁面の他、計装管表面など様々な個所に分布することが

考えられる。このような位置的分布は、デブリからの熱量による Cs の再蒸発に影響すると考えられる。SA

解析コードでは、Cs の分布を簡易的に扱っており、キャビティに移行した Cs のほとんどが再蒸発するため、

過剰に Cs の再蒸発量を評価している可能性がある。本研究ではキャビティ内の Cs 分布が再蒸発挙動へ与え

る影響を把握するため、キャビティ壁面に Cs が沈着した状態を仮定し、キャビティ床面に堆積している溶融

デブリと Cs の熱的相互作用を評価し、SA 解析コ

ードの Cs の再蒸発挙動評価モデルの適用性につ

いて評価した。 

2. キャビティ内の Cs 再蒸発挙動 

Cs のキャビティ内の分布による再蒸発の影響を

把握する予備的検討として、壁面に沈着した Cs

の再蒸発挙動の検討を行った。キャビティ壁面上

の任意の位置（P 点）に沈着した Cs に作用する

熱影響を評価した。SA 解析に基づくキャビティ

水中の Cs 量と、キャビティの設計情報から、キャビティ壁面高さ毎の Cs の析出挙動による壁面沈着量を仮

定した。P 点に沈着する Cs に作用する熱影響としては、①溶融デブリからの熱輻射、②壁面コンクリートと

の熱伝導、③キャビティ内雰囲気ガスとの熱伝達、④Cs の崩壊熱である。これらの熱影響の概略図を図 1 に

示す。熱輻射は、溶融デブリとの距離による影響を考慮した。また壁面近傍で生じる自然対流を考慮し熱伝

達を評価した。これらによる定量評価を行い、現状の SA 解析コードによる再蒸発モデルとの比較を行った。 

3. 結言 キャビティ内に位置的分布を考慮した Cs の再蒸発挙動への影響を検討するために、壁面に沈着し

た Cs の再蒸発量の評価を行った。SA 解析コードによる再蒸発評価モデルとの比較を行い SA 解析コードの

適用性について確認した。 
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